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第４回一般社団法人化委員会議事録 

 

開催日時：  2024 年 6 月 25 日（火）16：00～17：30  

場 所：  オンライン Zoom 開催  

出 席 者：  弁護士髙松直樹先生（奏和法律事務所） 

 一般社団法人化委員会委員長 2021～23 年度宮代会会長 

 一般社団法人化委員会委員  2021～23 年度宮代会副会長 

 一般社団法人化委員会委員  2022～24 年度宮代会副会長 

 一般社団法人化委員会委員  2024～26 年度宮代会会長 

 一般社団法人化委員会委員  2024～26 年度宮代会副会長 

 事務室    宮代会事務室事務室長  

 

 

１ 社員の選定方法の再検討 

〇再度検討する 

会員総会で、理事と同じ社員のメンバーを選ぶ案 

 結果的に理事が社員となる。 

 機動的な運営が可能。 

 会員総会で決算承認した際、社員総会で否決される、という事が無いように定款記述願う。 

（会員が納得すれば、会長・副会長のみを理事とすることも可能。） 

 

〇新任理事は 4 月スタートとしたい。 

・社員総会で選任する必要がある。 

・案 『夏のお便り』で総会招集、8-9 月に社員総会、翌年 4 月から任期始まるメンバーを選任。 

 

２ 他校同窓会の例 

〇甲南 

・会員総会（社員選任）→同日社員総会（理事選任）→同日臨時理事会（代表理事選任） 

・大学との関係における利点 

→大学と共同で事業を行う際の契約、名簿データ共有に関する管理・使用目的についての説明等が楽に。 

 

・4 月始動、7 月メンバー交代 

 引継の工夫、引退してもサポートするなど、運用で不便を補っている。 

 

・理解を得る為に、説明会は様々なレベルで何度も開催。 


